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窓から和歌山城が見
える｡診察台は｢ベンツが夢見る｣というドイツ製で､治療中に寝てしまう患者がいるほど快適｡歯の治療を敬遠しがちな患者への気.配りだ｡

小児歯科は掲げてい
ないが､いつの闇にか子どもが1割程度まで増えた｡学生だった患者が母親になって､検診時に子どもを連れてくるからだ｡｢妊娠したらすぐ報告しなさ

□圏□

い｣が口癖｡｢口から細菌が伝わる｣と､家族の受診を勧める｡｢出産までの闇にみんなの口をきれいにして､食生活を改善してください｡子どもを迎えるための最低限の準備です｣と説く｡診察台では若い母親から離乳食の相談も受ける｡
ある患者には､孫の

和歌山市､玉置歯科医院

女の子が付いてくる｡ブラシを練習するなど乳幼児のころから母親　してきたおかげで､今に抱かれて診察を受　は歯医者が大好き｡もけ､診察台のそばで歯　ちろん虫歯は1本もな

い｡｢これが本来の歯科医療｡治療はごく一部に過ぎないんです｣という｡
NPO法人｢日本テ

ンプレート研究会｣に所属｡歯のかみ合わせ異常が全身に与える影響や自律神経失調症､うつ病､パーキンソン病などさまざまな疾病との関係を研究｡週末

は講演会やNPOの活動で全国を飛び回る｡
｢『治ってよかった』で

終わったらだめ｡喜びは家族に､そして社会に広げてほしい｣と願っている｡【加藤明子】

予防第一

家族受診勧め

【住　所】和歌山市雑賀
慶町案ノ丁21
【電　話】073･422･3866

湧巧
【診療科】歯科
【休診日】日曜･祝日
2･4土曜､第1･3

木曜午後


